
2016　第44号

第44号

2016みんながつくる みんなでつくる みんな安心･福祉のまち

山鹿市社協だより

災害ボランティアセンター活動報告… ❷・❸
会長挨拶・重点目標 …………………… ❹
平成28年度事業計画・予算 ……………❺
平成27年度決算報告…………………… ❻
平成27年度事業報告…………………… ❼
支所だより ………………………… ❽・❾
心配ごと相談予定表 / 福祉協力員 ……
ご寄付者紹介 ……………………………
一日親と子のつどい募集 ………………
高校生のための保育ボランティア講座募集
ふれあいサロンボランティア養成講座募集
社協の晩ごはん

この社協だより「キャッチボール」は、共同募金配分金の一部を活用させていただいています。

●鹿本支所 ☎４６-２２０６
●鹿央支所 ☎３６-３８１１

●鹿北支所 ☎３２-２６９６
●菊鹿支所 ☎４８-５０６０

●本所・山鹿支所
　　☎４３-１１３４

〈県外からのボランティアさんと山鹿市民有志の方々〉

●やまが成年後見センター
　　　☎３６-９２１１

夏夏

ちぎり揚げちぎり揚げ

＜材　料＞　２人分
●すりみ……100ｇ　 　●はんぺん…２枚
●タマネギ…１/４玉　  ●人参………１/４本
●コーン……20ｇ　  　●青のり……適量
●小ネギ……適量　　　●紅生姜……少々
●揚げ油

＜作り方＞
①　タマネギ・人参・紅生姜は粗みじん、小ネギは
　小口切り、はんぺんは潰しておく。
②　すりみ、はんぺん、タマネギ、人参、紅生姜、
　コーン、青のり、小ねぎをボウルに入れ混ぜる。
③　②をスプーンですくいながら、１７０℃に熱し
　た油でキツネ色になるまで揚げる。

（2人分）

今回は「ちぎり揚げ」のレシピを紹介します。

社協の晩ごはん

一日親と子のつどい開催一日親と子のつどい開催
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○期　　日…8月21日（日）
○参 加 費…大人・中学生　1,000円
　　　　　　小学生以下　　　500円（3歳未満は無料）
　　　　　　（当日、あいら観光さんが徴収されます｡）
○定　　員…先着160名
○申込期限…7月15日（金）
　※旅行企画・実施は､熊本県知事登録旅行業務第2-169号
　　あいら観光　菊鹿町下内田2065-1
　　（一社）全国旅行業協会正会員
　　総合旅行業務取扱管理者　宇野和廣

　市内在住で、中学生以下のお子さんがいらっしゃるひと
り親家庭等に、日帰り旅行を楽しんでもらうことを目的に
企画しました。
　今年は、福岡マリーンワールドへの旅行を計画しました
ので、最寄りの社協へ電話でお申し込み下さい。

（昨年はスペースワールドへ行きました）

　この度の､「平成28年熊本地震」において、お亡く
なりになられた方々のご冥福をお祈りするとともに、
 被災者の皆様に心よりお見舞いを申し上げます。
　被災地においては一日も早い復旧と、皆さまのご無
事をお祈り申し上げます。
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決算報告決算報告決算報告ティア活動報告ティア活動報告
がんばろう◆山鹿温泉リフレッシュ支援事業

　被災を免れた山鹿温泉へ避難所におられる方々をお迎え
し、入浴・食事等の支援を行うことを目的とし、愛隣館三
浦館長が発起人となり山鹿温泉観光協会、
九州身体障害児者施設協議会、商工会議所、
食堂組合、飲食店組合との共同により
事業を行っています。
　この活動にボランティア連絡協議会
などからご協力いただき、お出迎えや
お見送りに加え、ランドリーサービス
(洗濯の代行)などを支援されています。

◆支援物資受け入れ・被災地への受け渡し
　震災後、鹿央支所にて物資搬入の受付を実施
しました。たくさんの市民の皆様よりご支援を
いただき、4/28(木)までの期間に2トントラッ
　　　　　　　　　　ク4台分の物資をお寄せ
　　　　　　　　　　いただきました。
　　　　　　　　　　　集まった物資は熊本市
　　　　　　　　　　災害ボランティアセンタ
　　　　　　　　　　ーを通じ被災地にお届け
　　　　　　　　　　いたしました。

◆被災地におけるケアマネジメント
　支援
　震災後、日本介護支援専門員協会から、
被害の大きかった益城町・西原村の方々
のニーズ把握を主とする実態調査の依頼
があり、延べ11名の介護支援専門員(ケ
アマネージャー）の派遣を行いました。
　65歳以上の方々を対象に1件ずつ戸別
訪問・調査を行い、その結果を被災地地
域包括支援センターへ報告しました。

◆県外からの被災地支援社協職員の宿泊
　受け入れ
　被災地が広域となり、被害の大きかった県
内17市町村に災害ボランティアセンターが
立ち上がりました。
　立ち上げには全国レベルで社会福祉協議会
の職員・全社協が組織する支援プロジェクト
メンバーが支援に来熊し、立ち上げから運営
の支援にご尽力いただきました。
　県外から来熊される支援者のサポートとし
て鹿本支所・鹿央支所を宿泊所として提供
し、20名のスタッフが宿泊し、被災地支援
にあたられました。

◆他市町村社協支援
　県内17カ所に及ぶ災害ボランティアセンター
の立ち上げに伴いセンターを運営する市町村社協
のスタッフも不足する事態となりました。山鹿市
社協では菊池市、西原村、熊本市、益城町へ延べ
74名を運営スタッフとして
継続的に派遣し、支援を
行いました。

熊本！
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月の心配ごと相談予定表月の心配ごと相談予定表月の心配ごと相談予定表７・８・９７・８・９７・８・９
事前予約が必要です。
法律相談、司法書士相談相談時間は午前9時～正午。

（法律・司法書士相談は、午前10時～正午）
どこの支所でも相談に応じます。 相談無料相談無料
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4
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午後もあります
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法律相談
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法律相談

17
司法書士相談
（登記関係）

司法書士相談
（登記関係）

一般相談

1
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5
一般相談
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一般相談
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一般相談

6
一般相談

3
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7
一般相談

7
一般相談

4
一般相談

8
一般相談

8
一般相談

5
一般相談

9
一般相談

2219

司法書士相談
（成年後見･多重債務・登記関係）
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19

司法書士相談
（登記関係）

26

司法書士相談
（成年後見･多重債務・登記関係）

司法書士相談
（成年後見･多重債務・登記関係）

民生委員児童委員と福祉協力員合同研修民生委員児童委員と福祉協力員合同研修開催！民生委員児童委員と福祉協力員合同研修開催！

　5月24日（火）鹿北地域にて、「福祉協力員」への委嘱
状交付を行い、その後、民生委員児童委員の方々とそれぞ
れの担当地域ごとに分かれ意見交換をされました。今回の
「熊本地震」を振り返りながら、「地域福祉について」
「福祉協力員の役割」について研修され、日頃の見守り体
制の必要性や連携の重要さを確認されました。
　今後、山鹿市全地域にて福祉協力員への委嘱状交付、福
祉協力員と民生委員児童委員との意見交換会を開催してい
き、民生委員児童委員、福祉協力員の皆さんと連携を深め、
福祉の仲間作り、高い地域力の構築を推進していきます。

～新任期　福祉協力員への委嘱状交付～

※本所・山鹿支所の法律相談は偶数月は午前10時～午後3時まで延長します。

平成28年

熊本地震災害ボラン災害ボラン
《概要》
　熊本地方を震源に4月14日マグニチュード6.5､4月16日マグニチュード7.3の地震が発生。いずれ
も最大震度7を記録。
　県下全域に大きな爪痕を残し、特に熊本市以南、菊池阿蘇地方には甚大な被害をもたらした。地
震の規模としては阪神淡路大震災と同規模となり、多くの生命・財産が失われた。
　余震も記録的回数となり、長期にわたり避難生活を余儀なくされた方は最大でおよそ18万3千名
に上る。本市においても被災による被害が確認され、多くの市民が自主避難所にて不安な日々をす
ごされた。
　こうした中、比較的被害の少なかった本市では、熊本復興の強い想いが様々な形で支援活動へと
繋がっていった。

◆県外からのボランティア宿泊受け入れ
　「全国各地よりキャンプ泊・車中泊で支援活動のために
来熊されるボランティアの皆さんを少しでも支援した
い！」との山鹿市民有志の強い声を受け、「水辺の学習館
ゆめほたる」と「三岳地区公民館」での宿泊提供が実現。
　北海道から沖縄まで、89名のボランティアの皆さんが寝
食を共に活動されることで、山鹿市民と県外ボランティア
の強いつながりが出来ました。
　また、バス送迎による西原村での活動支援により復興の
一助となることができました。

◆山鹿市民向けボランティアバスの運行
　「山鹿から被災地支援を」という気運の高まり
を受け、ボランティアが減少するゴールデンウィ
ーク明けの平日に5日間、延べ122名の山鹿市在
住のボランティアさんを西原村にバスで送迎し、
活動参加への支援を行いました。被害の小さかっ
た山鹿市から被災地へ復興のチカラを届けること
ができました。

◆義援金募金活動
　本会では赤い羽根共同募金の山鹿市支会として義
援金の受付をおこないました。
　｢被災地のためにできること｣としてたくさんの方
から1,237,445円（5/31現在）の
義援金を受け付けました。受け
付けた義援金は熊本県共同募
金会を通じ被災地支援に
役立てられます。
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平成28年度　重 点 目 標
１．経営健全化計画に基づく取組み
２．地域福祉に関する研修会及び座談会の開催
３．地域包括ケアシステムの構築に向けた検討・対応
４．生活困窮者自立支援制度への対応
５．介護保険事業所(訪問介護・訪問入浴事業、居宅介護支援事業)統廃合
　の検討・実施
６．本所・山鹿支所の事務所建設の検討
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第10回頭合地区福祉防災訓練第10回頭合地区福祉防災訓練

熊本復興のために、わたしたちに出来ること熊本復興のために、わたしたちに出来ること
　6月1日、山鹿ニューグランドホテ
ルで、山鹿温泉リフレッシュ支援事業
で西原村の避難所から訪れた方と山内
小学校児童との交流会が行われました。
　｢避難所の皆さんを励ましたい｣とい
う熱い思いのもと、児童11人が「翼
をください」を合唱し、全校児童で作
成した応援メッセージを手渡しされま
した。最後に「お体に気をつけて｣｢あ
りがとう」と声を掛け合いながら一人

ひとり握手を交わされ、「こどもたちに癒されました」と
涙ぐむ人も。参加した児童は「避難所の方と触れ合えて良
かった。今後もわたしたちに出来ることを考え、取り組ん
でいきたい」と話してくれました。

「たけん子」に遊びにきませんか
　平成21年5月からスタートした子育てサロン「たけん子」では、
ボランティアによる絵本の読み聞かせやふれあい遊び、マッサー
ジをしています。参加する親子とふれあう時間は、私たちボラン
ティアにとっても楽しい時間であり、毎回元気をもらっています。
また、参加当初はねんねの赤ちゃんだった子どもさんが成長して
いく姿や、兄弟ができお兄ちゃんお姉ちゃんになる子どもたちの
成長する姿を、親御さんと一緒に喜べてうれしく思っています。
　手作りのおやつも準備していますので、ぜひ参加してみません
か。みなさまに出会えるのを楽しみにボランティア一同お待ちし
ております。

　下本分の頭合地区で、毎年恒例となった地震を想定
した福祉防災訓練が実施されました。
　雨の中、地元消防団の積載車からの避難指示の呼び
かけを合図に、急遽設置された観音堂前の仮設拠点へ、
住民の皆さんが避難し安否を確認されました。
　訓練後、山鹿市消防本部の徳永消防長より訓練の講
評と、熊本地震などについて講話があり、大規模災害
時の近所のつながりが大切だと強調されていました。
　平成19年度より、毎年5月3日に実施されている避難
訓練も10回目となりました。今回の地震で実感した教
訓を活かし、今後も継続的に取組んで頂けたらと思い
ます。

～山内小学校～

◎開催日　　毎月第 4月曜日
◎時　間　　午前 10時～正午まで
◎参加費　　100円
◎場　所　　くたみの実家（鹿本町来民 584-4）
◎問合せ先　44-8800（ファミリー・サポート・センター）

ず　　ごう

※山鹿温泉リフレッシュ支援事業については、本紙2ページ参照。
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中村寿サロン１５周年式典開催

ふれあいサロン立ち上がりました！

　5月20日(金)に、山鹿市社会福祉協義会の会長栗原辰
也様、サロン担当の髙木ゆきえ様をお迎えし、15周年
記念式典を開催しました。熊本地震の犠牲者へ黙とう
をささげ、皆で「花は咲く」を歌い、フラダンス・健
康体操・カラオケ等を楽しみ終始笑い声あふれる式典
となりました。
　中村寿サロン（平成14年7月19日立上げ）は、15年
の歩みの中で皆さまとの心と心の絆を深めて参りまし
た。今後は、手話ソングを皆で取り組み、健常者と障
がい者が一緒に楽しめるサロンを目指していきます。
城 光宣さん（101歳）をはじめ参加者の皆さんが元気
に楽しく参加される姿をみると、私たちボランティア
もパワーをもらっています。これからも、皆さんが楽
しく支えあい仲良くサロンにきていただけるよう頑張
っていこうと思います。　　　（代表　東　栄子）

　「みんなで集まって、ゆっくり話したかね～」「毎日バタバ
タして、挨拶くらいしかできんね」などの声があり、底野地区
からふれあいサロンを立ち上げたいと相談がありました。2月
3月と区長さん方と話し合いをされ、「最初は参加人数が少な
いかもしれないけどやってみよう！」と、4月14日に第1回目
が開催されました。
　　　　　　　　　　　　参加者の「誰かと会って話すとよか
　　　　　　　　　　　ねぇ｣｢ほんなこつ楽しかったぁ！」な
　　　　　　　　　　　どの喜ばれた様子に、代表者の棚倉さ
　　　　　　　　　　　んにも笑顔がこぼれていました。
　　　　　　　　　　　　これからもっと地域のみなさんが参
　　　　　　　　　　　加され、地域で支えあいという温かい
　　　　　　　　　　　絆の輪が広がっていくように願ってい
　　　　　　　　　　　ます。

～底野いきいきサロン～






児童福祉事業収入
22,618,000円

会費収入 15,762,000円

寄付金収入 9,012,000円
分担金収入3,321,000円

受託金収入
86,237,000
受託金収入
86,237,000円

事業収入
13,542,000円
事業収入
13,542,000円

介護保険事業収入
　　249,587,000円
介護保険事業収入
　　249,587,000円

障害福祉サービス等事業収入
22,763,000円

受取利息配当金収入
　110,000円

繰越金180,000,000円

積立資産取崩収入
15,523,000円

その他の収入
3,317,000円

法人運営費
　83,583,000円

地域福祉事業費
41,624,000円

施設管理費
75,768,000円

成年後見センター事業費
27,354,000円

障害児通所支援
事業費
12,560,000円

当期末支払資金残高
（繰越金）
 160,000,000円

予備費
1,236,000円
予備費
1,236,000円

ボランティア
センター事業
2,811,000円

収入
656,039,000

支出

（円）（円）
656,039,000

●社協会費・寄付金・共同募金配分金で実施する主な事業

●山鹿市及び熊本県社協からの受託事業

●自主事業

※熊本県共同募金会 山鹿市支会事務局も行っています

人材育成のために

高齢者・障がい者への支援 ひとり親家庭等支援のために 子育て支援のために その他

みんなで支えあう
地域づくりのために ボランティアセンター事業 心配ごと相談

675,000円 17,011,000円 3,016,000円

2,365,000円 1,270,000円 233,000円

1,506,000円

4,555,000円

●子どもボランティアリーダー
　養成講座
●ワークキャンプ
●ボランティア講座 
●高校生保育ボランティア講座
●災害ボランティア講座 
●子育て支援研修会 

●ボランティア活動の需給調整
●ボランティア連絡協議会との連携
●ボランティア団体の活動支援
●災害ボランティア体制の整備
●防災のつどい

●生活支援サポートセンター事業
●音声訳による情報の提供
●地域福祉権利擁護事業住民
　税非課税利用者利用料助成

●社協会員の募集 
●小地域ﾈｯﾄﾜｰｸ事業 
●福祉協力員の設置と育成 
●実態調査 ・座談会 
●地区社協、校区社協支援 
●あったか地域活動支援 
●共同募金地域配分 
●民生児童委員との連携  

●子育てサロンの支援
●子育てサポーター派遣事業

●一日親と子のつどい
　（親子旅行）
●小学校入学・中学校卒業
　祝い（図書カードの寄贈）

●一般相談
●司法書士相談
●法律相談

●広報紙（キャッチボール）の発行
●ホームページの運用 
●福祉団体への助成 
●福祉機器の貸与 
●供養事業 

　平成28年3月に理事会と評議員会を開催し、平成28年度の事業計画と予算が議決されました。
　地域を取り巻く環境が変化する中で、希薄化している住民同士のつながりをいかに強めていくのか、増
加する要支援者への生活課題にどのように対応していくのか等の、課題解決に向けた取り組みを、本会の
基本理念「みんながつくる　みんなでつくる　みんな安心・福祉のまち」に基づき、市民の皆さん、関係
機関・団体との連携により地域福祉の推進に努めてまいります。

●センター管理事業………………………61,630,000 円
●ふれあいサロン事業……………………10,280,000 円
●生活福祉資金貸付事業 ………………… 2,512,000 円
●地域福祉権利擁護事業 ………………… 2,466,000 円

●生活支援サポートセンター事業(一部受託)…1,073,000円
●ファミリーサポートセンター事業……………2,836,000円
●成年後見事業(一部受託)………………………5,440,000円

補助金収入 28,390,000円
共同募金配分金収入 
　5,857,000円

共同募金配分金
による事業 
　5,857,000円

福祉タクシー事業費
3,010,000円
福祉タクシー事業費
3,010,000円

平成28年度 事業計画と予算が決まりました

⎛訪問介護・訪問入浴介護事業⎞
｜居宅介護支援事業　　　　　｜
⎝老人デイサービス事業　　　⎠

⎛訪問介護・訪問入浴介護事業⎞
｜居宅介護支援事業　　　　　｜
⎝老人デイサービス事業　　　⎠

●成年後見センター事業…19,448,000 円（成年後見事業 17,282,000 円・地域福祉権利擁護事業 2,166,000 円）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※上記の受託金を除く
●介護保険等事業………… 245,246,000 円（居宅介護支援・訪問介護・通所介護・福祉タクシー事業　他）
●障害児通所支援事業………12,560,000 円（こじか園）

平成28年度 事業計画と予算が決まりました

介護保険等事業費
242,236,000円
介護保険等事業費
242,236,000円
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固定資産 509,871,150

平成26年度

会費収入 15,406,000円
積立資金取崩収入 6,549,052円

寄付金収入 8,475,073円
分担金収入3,290,727円

事業収入
16,207,004円

共同募金配分金収入
6,073,481円

障害福祉サービス等
事業収入
22,640,061円

受取利息配当金収入106,811円
その他の収入2,078,048円

固定資産売却収入450,000円

共同募金配分金による事業費
6,073,481円

施設管理費
68,849,293円
施設管理費
68,849,293円

地域福祉事業費
37,935,055円
地域福祉事業費
37,935,055円

ボランティアセンター事業
1,152,866円

成年後見センター事業
26,031,824円

当期末支払資金残高(繰越金）
2,714,679円

収入
456,480,677

支出

（円）

（単位/円）

（円）
456,480,677

社協会費や寄付金、共同募金配分金は、主に
このような事業に活用させていただきました

資産の部 負債の部
流動資産 流動負債

未　　払　　金
預　　り　　金
前　　受　　金

固定負債
退職給与引当金

純資産の部
基　　 本　　 金
国庫補助金特別積立金
福 祉 基 金 積 立 金
介護保険財政安定化基金
事業運営安定化基金

次期繰越活動収支差額

平成28年3月31日現在

純資産の部合計

資産の部合計 負債及び純資産の部合計

社協会費実績

貸借対照表

世帯数 一般会員 賛助会員 特別会員 会費額
山鹿地域
鹿北地域
菊鹿地域
鹿本地域
鹿央地域
 合　計

12,254
1,379
1,969
2,755
1,420

19,777

8,542
1,192
1,825
2,203
1,306

15,068

23
92
37
35
24

211

0
1
0
1
1
3

8,501,000
1,392,000
1,902,000
2,251,000
1,360,000

15,406,000

平成27年度

1. 在宅福祉サービス事業……………… 6,709,794
　① 高齢者支援　友～湯～交流事業(ひとり暮らし高齢者の交流）
　② 子育て支援
　　　子育てサロン事業（地域での交流・仲間づくり）…………
　　　子育てサポーター事業（家事や育児が必要な家庭を支援）…
　③ ひとり親家庭支援
　　　一日親と子のつどい……………………………………………
　　　小学校入学・中学校卒業祝い…………………………………
　④ 心配ごと相談事業………………………………………………
　⑤ 福祉用具貸付事業……………………………………………………
　⑥ 地域福祉権利擁護事業 非課税利用者利用料助成……………
　⑦ 生活支援（買い物支援・話相手・ゴミ出しなど）…………
　⑧ ふれあいサロン事業……………………………………………
2. 小地域ネットワーク事業…………… 16,250,061
　① 福祉実態調査………………………………………………………
　② 座談会の開催………………………………………………………
　③ 福祉協力員設置及び育成………………………………………
　④ 社協会員への加入促進…………………………………………
　⑤ あったか地域活動助成…………………………………………
　⑥ 福祉嘱託員の委嘱及び連携……………………………………
　⑦ 校区社協支援……………………………………………………
　⑧ 小地域活動助成（共同募金に係る行政区配分）……………
　⑨ 福祉団体助成……………………………………………………
3. 福祉教育事業…………………………… 385,322
　① 子どもボランティアリーダー養成講座…………………………
　② ワークキャンプ(福祉施設での福祉・ボランティア体験)……
　③ 高校生のための保育ボランティア講座他…………………………
4. ボランティア推進事業 ……………… 1,691,971
　① ボランティア連絡協議会との連携・ボランティアの需給調整……
　② 災害ボランティアセンター設置訓練・防災のつどい 他………
　③ ボランティア団体活動助成……………………………………
5. 広報活動……………………………… 1,715,467
　① 社協だより「キャッチボール」の発行………………………
　② ホームページの運用・管理………………………………
　③ 音声訳CD録音による情報の提供…………………………………
6. 供養事業………………………………… 895,978
7. 事務費・その他……………………… 4,985,211

212,297,432

負債の部合計 180,860,098

541,308,484

722,168,582

159,901,528

722,168,582

20,958,570
0

149,109,163
62,170,603

3,200
1,014,466

19,609,873
1,284,697

64,000

1,000,000
0

42,000,000
70,000,000

164,000,000

264,308,484

159,901,528

法人運営費
70,873,223円

介護保険等事業収入
242,722,205円
介護保険等事業収入
242,722,205円

補助金収入36,395,481円補助金収入30,322,000円

受託金収入
80,434,419円
受託金収入
80,434,419円

福祉タクシー事業費
2,673,162円
福祉タクシー事業費
2,673,162円

介護保険・
障害福祉サービス事業費等
228,161,834円

介護保険・
障害福祉サービス事業費等
228,161,834円

障害児通所支援事業費
12,015,260円

308,379

159,160
4,565

894,842
508,000

1,314,456
7,181

441,000
916,154

2,156,057

733,552
184,868

3,276,154
209,610

5,059,532
2,156,509
1,771,566
1,358,270
1,500,000

213,906
169,690

1,726

146,826
70,773

1,474,372

1,622,320
26,244
66,903

現 金
預 金
未 収 金
立 替 金
前 払 金

基  本  財  産
その他の固資産
 土 　 　 　 　 地
 建 　 　 　 　 物
 構 　 築 　 物
 機 械 及 び 装 置
 車 輛 運 搬 具
 器 具 及 び 備 品
 ソ フト ウ エ ア
 退職手当積立基金預け金
 福祉基金積立資産
 介護保険財政安定化基金積立資産
 事業運営安定化積立預金
 差 入 保 証 金
 長 期 前 払 費 用

1,000,000

39,394,080
1,787,184
19,938,137

2
5,585,564
2,547,405
2,845,500

159,901,528
42,000,000
70,000,000
164,000,000

360,000
511,750

児童福祉事業収入
21,725,796円
児童福祉事業収入
21,725,796円

平成27年度 決算報告決算報告決算報告

訪問介護事業
訪問入浴介護事業
居宅介護支援事業
老人デイサービス事業

訪問介護事業
訪問入浴介護事業
居宅介護支援事業
老人デイサービス事業

～笑顔あふれるやさしさと思いやりに包まれて～～笑顔あふれるやさしさと思いやりに包まれて～

＜住民座談会＞
地域における福祉の現状及び情報提供
を行うことにより福祉に関する意識向
上を目的に開催

＜ふれあいサロン＞
高齢者等の健康づくり・仲間づ
くり・介護予防を目的として、
月１回程度、地域の公民館等で
地域ボランティアの協力により
開催
・サロン数　168ヵ所
・参加者数　2,841名
・ボランティア数
　　　　　　1,166名

<子どもボランティアリーダー養成講座・
ワークキャンプ＞
福祉教育を通して
命の大切さや思い
やりのある子ども
たちを育てること
を目的に開催

ワークキャンプ

子どもボランティアリーダー養成講座

＜成年後見センター＞
障がい等の理由で判断能力が不十分な方々に対する
財産管理や身上監護並びに市民後見人養成講座を実施

＜防災のつどい＞
防災ボランティア山鹿あいの会との共催
により防災意識の啓発を目的に開催

＜１日親と子のつどい＞
ひとり親家庭等を対象に
日帰り旅行を開催

＜子育てサロン＞
子育て中の親同士の交流や情報交換を
目的として月１回程度、地域ボランテ
ィアの協力により開催

＜ファミリー・サポート・センター＞
依頼会員（子どもを預けたい方）と協力会員
（子どもを預かりたい方）との相互援助活動
を行う会員組織

＜サロンボランティア養成講座・
育児サポーター養成講座・
高校生のための保育ボランティア講座・
生活支援サポーター養成講座＞
地域福祉を担っていただく人材
育成を目的に開催

平成27年度事業報告

高校生のための保育ボランティア講座育児サポーター養成講座 生活支援サポーター養成講座

～笑顔あふれるやさしさと思いやりに包まれて～
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平成26年度

会費収入 15,406,000円
積立資金取崩収入 6,549,052円

寄付金収入 8,475,073円
分担金収入3,290,727円

事業収入
16,207,004円

共同募金配分金収入
6,073,481円

障害福祉サービス等
事業収入
22,640,061円

受取利息配当金収入106,811円
その他の収入2,078,048円

固定資産売却収入450,000円

共同募金配分金による事業費
6,073,481円

施設管理費
68,849,293円
施設管理費
68,849,293円

地域福祉事業費
37,935,055円
地域福祉事業費
37,935,055円

ボランティアセンター事業
1,152,866円

成年後見センター事業
26,031,824円

当期末支払資金残高(繰越金）
2,714,679円

収入
456,480,677

支出

（円）

（単位/円）

（円）
456,480,677

社協会費や寄付金、共同募金配分金は、主に
このような事業に活用させていただきました

資産の部 負債の部
流動資産 流動負債

未　　払　　金
預　　り　　金
前　　受　　金

固定負債
退職給与引当金

純資産の部
基　　 本　　 金
国庫補助金特別積立金
福 祉 基 金 積 立 金
介護保険財政安定化基金
事業運営安定化基金

次期繰越活動収支差額

平成28年3月31日現在

純資産の部合計

資産の部合計 負債及び純資産の部合計

社協会費実績

貸借対照表

世帯数 一般会員 賛助会員 特別会員 会費額
山鹿地域
鹿北地域
菊鹿地域
鹿本地域
鹿央地域
 合　計

12,254
1,379
1,969
2,755
1,420

19,777

8,542
1,192
1,825
2,203
1,306

15,068

23
92
37
35
24

211

0
1
0
1
1
3

8,501,000
1,392,000
1,902,000
2,251,000
1,360,000

15,406,000

平成27年度

1. 在宅福祉サービス事業……………… 6,709,794
　① 高齢者支援　友～湯～交流事業(ひとり暮らし高齢者の交流）
　② 子育て支援
　　　子育てサロン事業（地域での交流・仲間づくり）…………
　　　子育てサポーター事業（家事や育児が必要な家庭を支援）…
　③ ひとり親家庭支援
　　　一日親と子のつどい……………………………………………
　　　小学校入学・中学校卒業祝い…………………………………
　④ 心配ごと相談事業………………………………………………
　⑤ 福祉用具貸付事業……………………………………………………
　⑥ 地域福祉権利擁護事業 非課税利用者利用料助成……………
　⑦ 生活支援（買い物支援・話相手・ゴミ出しなど）…………
　⑧ ふれあいサロン事業……………………………………………
2. 小地域ネットワーク事業…………… 16,250,061
　① 福祉実態調査………………………………………………………
　② 座談会の開催………………………………………………………
　③ 福祉協力員設置及び育成………………………………………
　④ 社協会員への加入促進…………………………………………
　⑤ あったか地域活動助成…………………………………………
　⑥ 福祉嘱託員の委嘱及び連携……………………………………
　⑦ 校区社協支援……………………………………………………
　⑧ 小地域活動助成（共同募金に係る行政区配分）……………
　⑨ 福祉団体助成……………………………………………………
3. 福祉教育事業…………………………… 385,322
　① 子どもボランティアリーダー養成講座…………………………
　② ワークキャンプ(福祉施設での福祉・ボランティア体験)……
　③ 高校生のための保育ボランティア講座他…………………………
4. ボランティア推進事業 ……………… 1,691,971
　① ボランティア連絡協議会との連携・ボランティアの需給調整……
　② 災害ボランティアセンター設置訓練・防災のつどい 他………
　③ ボランティア団体活動助成……………………………………
5. 広報活動……………………………… 1,715,467
　① 社協だより「キャッチボール」の発行………………………
　② ホームページの運用・管理………………………………
　③ 音声訳CD録音による情報の提供…………………………………
6. 供養事業………………………………… 895,978
7. 事務費・その他……………………… 4,985,211

212,297,432

負債の部合計 180,860,098

541,308,484

722,168,582

159,901,528

722,168,582

20,958,570
0

149,109,163
62,170,603

3,200
1,014,466

19,609,873
1,284,697

64,000

1,000,000
0

42,000,000
70,000,000
164,000,000

264,308,484

159,901,528

法人運営費
70,873,223円

介護保険等事業収入
242,722,205円
介護保険等事業収入
242,722,205円

補助金収入36,395,481円補助金収入30,322,000円

受託金収入
80,434,419円
受託金収入
80,434,419円

福祉タクシー事業費
2,673,162円
福祉タクシー事業費
2,673,162円

介護保険・
障害福祉サービス事業費等
228,161,834円

介護保険・
障害福祉サービス事業費等
228,161,834円

障害児通所支援事業費
12,015,260円

308,379

159,160
4,565

894,842
508,000

1,314,456
7,181

441,000
916,154

2,156,057

733,552
184,868

3,276,154
209,610

5,059,532
2,156,509
1,771,566
1,358,270
1,500,000

213,906
169,690

1,726

146,826
70,773

1,474,372

1,622,320
26,244
66,903

現 金
預 金
未 収 金
立 替 金
前 払 金

基  本  財  産
その他の固資産
 土 　 　 　 　 地
 建 　 　 　 　 物
 構 　 築 　 物
 機 械 及 び 装 置
 車 輛 運 搬 具
 器 具 及 び 備 品
 ソ フト ウ エ ア
 退職手当積立基金預け金
 福祉基金積立資産
 介護保険財政安定化基金積立資産
 事業運営安定化積立預金
 差 入 保 証 金
 長 期 前 払 費 用

1,000,000

39,394,080
1,787,184

19,938,137
2

5,585,564
2,547,405
2,845,500

159,901,528
42,000,000
70,000,000

164,000,000
360,000
511,750

児童福祉事業収入
21,725,796円
児童福祉事業収入
21,725,796円

平成27年度 決算報告決算報告決算報告

訪問介護事業
訪問入浴介護事業
居宅介護支援事業
老人デイサービス事業

訪問介護事業
訪問入浴介護事業
居宅介護支援事業
老人デイサービス事業

～笑顔あふれるやさしさと思いやりに包まれて～～笑顔あふれるやさしさと思いやりに包まれて～

＜住民座談会＞
地域における福祉の現状及び情報提供
を行うことにより福祉に関する意識向
上を目的に開催

＜ふれあいサロン＞
高齢者等の健康づくり・仲間づ
くり・介護予防を目的として、
月１回程度、地域の公民館等で
地域ボランティアの協力により
開催
・サロン数　168ヵ所
・参加者数　2,841名
・ボランティア数
　　　　　　1,166名

<子どもボランティアリーダー養成講座・
ワークキャンプ＞
福祉教育を通して
命の大切さや思い
やりのある子ども
たちを育てること
を目的に開催

ワークキャンプ

子どもボランティアリーダー養成講座

＜成年後見センター＞
障がい等の理由で判断能力が不十分な方々に対する
財産管理や身上監護並びに市民後見人養成講座を実施

＜防災のつどい＞
防災ボランティア山鹿あいの会との共催
により防災意識の啓発を目的に開催

＜１日親と子のつどい＞
ひとり親家庭等を対象に
日帰り旅行を開催

＜子育てサロン＞
子育て中の親同士の交流や情報交換を
目的として月１回程度、地域ボランテ
ィアの協力により開催

＜ファミリー・サポート・センター＞
依頼会員（子どもを預けたい方）と協力会員
（子どもを預かりたい方）との相互援助活動
を行う会員組織

＜サロンボランティア養成講座・
育児サポーター養成講座・
高校生のための保育ボランティア講座・
生活支援サポーター養成講座＞
地域福祉を担っていただく人材
育成を目的に開催

平成27年度事業報告

高校生のための保育ボランティア講座育児サポーター養成講座 生活支援サポーター養成講座

～笑顔あふれるやさしさと思いやりに包まれて～
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中村寿サロン１５周年式典開催

ふれあいサロン立ち上がりました！

　5月20日(金)に、山鹿市社会福祉協義会の会長栗原辰
也様、サロン担当の髙木ゆきえ様をお迎えし、15周年
記念式典を開催しました。熊本地震の犠牲者へ黙とう
をささげ、皆で「花は咲く」を歌い、フラダンス・健
康体操・カラオケ等を楽しみ終始笑い声あふれる式典
となりました。
　中村寿サロン（平成14年7月19日立上げ）は、15年
の歩みの中で皆さまとの心と心の絆を深めて参りまし
た。今後は、手話ソングを皆で取り組み、健常者と障
がい者が一緒に楽しめるサロンを目指していきます。
城 光宣さん（101歳）をはじめ参加者の皆さんが元気
に楽しく参加される姿をみると、私たちボランティア
もパワーをもらっています。これからも、皆さんが楽
しく支えあい仲良くサロンにきていただけるよう頑張
っていこうと思います。　　　（代表　東　栄子）

　「みんなで集まって、ゆっくり話したかね～」「毎日バタバ
タして、挨拶くらいしかできんね」などの声があり、底野地区
からふれあいサロンを立ち上げたいと相談がありました。2月
3月と区長さん方と話し合いをされ、「最初は参加人数が少な
いかもしれないけどやってみよう！」と、4月14日に第1回目
が開催されました。
　　　　　　　　　　　　参加者の「誰かと会って話すとよか
　　　　　　　　　　　ねぇ｣｢ほんなこつ楽しかったぁ！」な
　　　　　　　　　　　どの喜ばれた様子に、代表者の棚倉さ
　　　　　　　　　　　んにも笑顔がこぼれていました。
　　　　　　　　　　　　これからもっと地域のみなさんが参
　　　　　　　　　　　加され、地域で支えあいという温かい
　　　　　　　　　　　絆の輪が広がっていくように願ってい
　　　　　　　　　　　ます。

～底野いきいきサロン～






児童福祉事業収入
22,618,000円

会費収入 15,762,000円

寄付金収入 9,012,000円
分担金収入3,321,000円

受託金収入
86,237,000
受託金収入
86,237,000円

事業収入
13,542,000円
事業収入
13,542,000円

介護保険事業収入
　　249,587,000円
介護保険事業収入
　　249,587,000円

障害福祉サービス等事業収入
22,763,000円

受取利息配当金収入
　110,000円

繰越金180,000,000円

積立資産取崩収入
15,523,000円

その他の収入
3,317,000円

法人運営費
　83,583,000円

地域福祉事業費
41,624,000円

施設管理費
75,768,000円

成年後見センター事業費
27,354,000円

障害児通所支援
事業費
12,560,000円

当期末支払資金残高
（繰越金）
 160,000,000円

予備費
1,236,000円
予備費
1,236,000円

ボランティア
センター事業
2,811,000円

収入
656,039,000

支出

（円）（円）
656,039,000

●社協会費・寄付金・共同募金配分金で実施する主な事業

●山鹿市及び熊本県社協からの受託事業

●自主事業

※熊本県共同募金会 山鹿市支会事務局も行っています

人材育成のために

高齢者・障がい者への支援 ひとり親家庭等支援のために 子育て支援のために その他

みんなで支えあう
地域づくりのために ボランティアセンター事業 心配ごと相談

675,000円 17,011,000円 3,016,000円

2,365,000円 1,270,000円 233,000円

1,506,000円

4,555,000円

●子どもボランティアリーダー
　養成講座
●ワークキャンプ
●ボランティア講座 
●高校生保育ボランティア講座
●災害ボランティア講座 
●子育て支援研修会 

●ボランティア活動の需給調整
●ボランティア連絡協議会との連携
●ボランティア団体の活動支援
●災害ボランティア体制の整備
●防災のつどい

●生活支援サポートセンター事業
●音声訳による情報の提供
●地域福祉権利擁護事業住民
　税非課税利用者利用料助成

●社協会員の募集 
●小地域ﾈｯﾄﾜｰｸ事業 
●福祉協力員の設置と育成 
●実態調査 ・座談会 
●地区社協、校区社協支援 
●あったか地域活動支援 
●共同募金地域配分 
●民生児童委員との連携  

●子育てサロンの支援
●子育てサポーター派遣事業

●一日親と子のつどい
　（親子旅行）
●小学校入学・中学校卒業
　祝い（図書カードの寄贈）

●一般相談
●司法書士相談
●法律相談

●広報紙（キャッチボール）の発行
●ホームページの運用 
●福祉団体への助成 
●福祉機器の貸与 
●供養事業 

　平成28年3月に理事会と評議員会を開催し、平成28年度の事業計画と予算が議決されました。
　地域を取り巻く環境が変化する中で、希薄化している住民同士のつながりをいかに強めていくのか、増
加する要支援者への生活課題にどのように対応していくのか等の、課題解決に向けた取り組みを、本会の
基本理念「みんながつくる　みんなでつくる　みんな安心・福祉のまち」に基づき、市民の皆さん、関係
機関・団体との連携により地域福祉の推進に努めてまいります。

●センター管理事業………………………61,630,000 円
●ふれあいサロン事業……………………10,280,000 円
●生活福祉資金貸付事業 ………………… 2,512,000 円
●地域福祉権利擁護事業 ………………… 2,466,000 円

●生活支援サポートセンター事業(一部受託)…1,073,000円
●ファミリーサポートセンター事業……………2,836,000円
●成年後見事業(一部受託)………………………5,440,000円

補助金収入 28,390,000円
共同募金配分金収入 
　5,857,000円

共同募金配分金
による事業 
　5,857,000円

福祉タクシー事業費
3,010,000円
福祉タクシー事業費
3,010,000円

平成28年度 事業計画と予算が決まりました

⎛訪問介護・訪問入浴介護事業⎞
｜居宅介護支援事業　　　　　｜
⎝老人デイサービス事業　　　⎠

⎛訪問介護・訪問入浴介護事業⎞
｜居宅介護支援事業　　　　　｜
⎝老人デイサービス事業　　　⎠

●成年後見センター事業…19,448,000 円（成年後見事業 17,282,000 円・地域福祉権利擁護事業 2,166,000 円）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※上記の受託金を除く
●介護保険等事業………… 245,246,000 円（居宅介護支援・訪問介護・通所介護・福祉タクシー事業　他）
●障害児通所支援事業………12,560,000 円（こじか園）

平成28年度 事業計画と予算が決まりました

介護保険等事業費
242,236,000円
介護保険等事業費
242,236,000円
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平成28年度　重 点 目 標
１．経営健全化計画に基づく取組み
２．地域福祉に関する研修会及び座談会の開催
３．地域包括ケアシステムの構築に向けた検討・対応
４．生活困窮者自立支援制度への対応
５．介護保険事業所(訪問介護・訪問入浴事業、居宅介護支援事業)統廃合
　の検討・実施
６．本所・山鹿支所の事務所建設の検討
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平成28年度　重 点 目 標

















































第10回頭合地区福祉防災訓練第10回頭合地区福祉防災訓練

熊本復興のために、わたしたちに出来ること熊本復興のために、わたしたちに出来ること
　6月1日、山鹿ニューグランドホテ
ルで、山鹿温泉リフレッシュ支援事業
で西原村の避難所から訪れた方と山内
小学校児童との交流会が行われました。
　｢避難所の皆さんを励ましたい｣とい
う熱い思いのもと、児童11人が「翼
をください」を合唱し、全校児童で作
成した応援メッセージを手渡しされま
した。最後に「お体に気をつけて｣｢あ
りがとう」と声を掛け合いながら一人

ひとり握手を交わされ、「こどもたちに癒されました」と
涙ぐむ人も。参加した児童は「避難所の方と触れ合えて良
かった。今後もわたしたちに出来ることを考え、取り組ん
でいきたい」と話してくれました。

「たけん子」に遊びにきませんか
　平成21年5月からスタートした子育てサロン「たけん子」では、
ボランティアによる絵本の読み聞かせやふれあい遊び、マッサー
ジをしています。参加する親子とふれあう時間は、私たちボラン
ティアにとっても楽しい時間であり、毎回元気をもらっています。
また、参加当初はねんねの赤ちゃんだった子どもさんが成長して
いく姿や、兄弟ができお兄ちゃんお姉ちゃんになる子どもたちの
成長する姿を、親御さんと一緒に喜べてうれしく思っています。
　手作りのおやつも準備していますので、ぜひ参加してみません
か。みなさまに出会えるのを楽しみにボランティア一同お待ちし
ております。

　下本分の頭合地区で、毎年恒例となった地震を想定
した福祉防災訓練が実施されました。
　雨の中、地元消防団の積載車からの避難指示の呼び
かけを合図に、急遽設置された観音堂前の仮設拠点へ、
住民の皆さんが避難し安否を確認されました。
　訓練後、山鹿市消防本部の徳永消防長より訓練の講
評と、熊本地震などについて講話があり、大規模災害
時の近所のつながりが大切だと強調されていました。
　平成19年度より、毎年5月3日に実施されている避難
訓練も10回目となりました。今回の地震で実感した教
訓を活かし、今後も継続的に取組んで頂けたらと思い
ます。

～山内小学校～

◎開催日　　毎月第 4月曜日
◎時　間　　午前 10時～正午まで
◎参加費　　100円
◎場　所　　くたみの実家（鹿本町来民 584-4）
◎問合せ先　44-8800（ファミリー・サポート・センター）

ず　　ごう

※山鹿温泉リフレッシュ支援事業については、本紙2ページ参照。
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月の心配ごと相談予定表月の心配ごと相談予定表月の心配ごと相談予定表７・８・９７・８・９７・８・９
事前予約が必要です。
法律相談、司法書士相談相談時間は午前9時～正午。

（法律・司法書士相談は、午前10時～正午）
どこの支所でも相談に応じます。 相談無料相談無料

7
月

8
月

9
月
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午後もあります
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司法書士相談
（成年後見･多重債務・登記関係）
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19

司法書士相談
（登記関係）
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司法書士相談
（成年後見･多重債務・登記関係）

司法書士相談
（成年後見･多重債務・登記関係）

民生委員児童委員と福祉協力員合同研修民生委員児童委員と福祉協力員合同研修開催！民生委員児童委員と福祉協力員合同研修開催！

　5月24日（火）鹿北地域にて、「福祉協力員」への委嘱
状交付を行い、その後、民生委員児童委員の方々とそれぞ
れの担当地域ごとに分かれ意見交換をされました。今回の
「熊本地震」を振り返りながら、「地域福祉について」
「福祉協力員の役割」について研修され、日頃の見守り体
制の必要性や連携の重要さを確認されました。
　今後、山鹿市全地域にて福祉協力員への委嘱状交付、福
祉協力員と民生委員児童委員との意見交換会を開催してい
き、民生委員児童委員、福祉協力員の皆さんと連携を深め、
福祉の仲間作り、高い地域力の構築を推進していきます。

～新任期　福祉協力員への委嘱状交付～

※本所・山鹿支所の法律相談は偶数月は午前10時～午後3時まで延長します。

平成28年

熊本地震災害ボラン災害ボラン
《概要》
　熊本地方を震源に4月14日マグニチュード6.5､4月16日マグニチュード7.3の地震が発生。いずれ
も最大震度7を記録。
　県下全域に大きな爪痕を残し、特に熊本市以南、菊池阿蘇地方には甚大な被害をもたらした。地
震の規模としては阪神淡路大震災と同規模となり、多くの生命・財産が失われた。
　余震も記録的回数となり、長期にわたり避難生活を余儀なくされた方は最大でおよそ18万3千名
に上る。本市においても被災による被害が確認され、多くの市民が自主避難所にて不安な日々をす
ごされた。
　こうした中、比較的被害の少なかった本市では、熊本復興の強い想いが様々な形で支援活動へと
繋がっていった。

◆県外からのボランティア宿泊受け入れ
　「全国各地よりキャンプ泊・車中泊で支援活動のために
来熊されるボランティアの皆さんを少しでも支援した
い！」との山鹿市民有志の強い声を受け、「水辺の学習館
ゆめほたる」と「三岳地区公民館」での宿泊提供が実現。
　北海道から沖縄まで、89名のボランティアの皆さんが寝
食を共に活動されることで、山鹿市民と県外ボランティア
の強いつながりが出来ました。
　また、バス送迎による西原村での活動支援により復興の
一助となることができました。

◆山鹿市民向けボランティアバスの運行
　「山鹿から被災地支援を」という気運の高まり
を受け、ボランティアが減少するゴールデンウィ
ーク明けの平日に5日間、延べ122名の山鹿市在
住のボランティアさんを西原村にバスで送迎し、
活動参加への支援を行いました。被害の小さかっ
た山鹿市から被災地へ復興のチカラを届けること
ができました。

◆義援金募金活動
　本会では赤い羽根共同募金の山鹿市支会として義
援金の受付をおこないました。
　｢被災地のためにできること｣としてたくさんの方
から1,237,445円（5/31現在）の
義援金を受け付けました。受け
付けた義援金は熊本県共同募
金会を通じ被災地支援に
役立てられます。
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決算報告決算報告決算報告ティア活動報告ティア活動報告
がんばろう◆山鹿温泉リフレッシュ支援事業

　被災を免れた山鹿温泉へ避難所におられる方々をお迎え
し、入浴・食事等の支援を行うことを目的とし、愛隣館三
浦館長が発起人となり山鹿温泉観光協会、
九州身体障害児者施設協議会、商工会議所、
食堂組合、飲食店組合との共同により
事業を行っています。
　この活動にボランティア連絡協議会
などからご協力いただき、お出迎えや
お見送りに加え、ランドリーサービス
(洗濯の代行)などを支援されています。

◆支援物資受け入れ・被災地への受け渡し
　震災後、鹿央支所にて物資搬入の受付を実施
しました。たくさんの市民の皆様よりご支援を
いただき、4/28(木)までの期間に2トントラッ
　　　　　　　　　　ク4台分の物資をお寄せ
　　　　　　　　　　いただきました。
　　　　　　　　　　　集まった物資は熊本市
　　　　　　　　　　災害ボランティアセンタ
　　　　　　　　　　ーを通じ被災地にお届け
　　　　　　　　　　いたしました。

◆被災地におけるケアマネジメント
　支援
　震災後、日本介護支援専門員協会から、
被害の大きかった益城町・西原村の方々
のニーズ把握を主とする実態調査の依頼
があり、延べ11名の介護支援専門員(ケ
アマネージャー）の派遣を行いました。
　65歳以上の方々を対象に1件ずつ戸別
訪問・調査を行い、その結果を被災地地
域包括支援センターへ報告しました。

◆県外からの被災地支援社協職員の宿泊
　受け入れ
　被災地が広域となり、被害の大きかった県
内17市町村に災害ボランティアセンターが
立ち上がりました。
　立ち上げには全国レベルで社会福祉協議会
の職員・全社協が組織する支援プロジェクト
メンバーが支援に来熊し、立ち上げから運営
の支援にご尽力いただきました。
　県外から来熊される支援者のサポートとし
て鹿本支所・鹿央支所を宿泊所として提供
し、20名のスタッフが宿泊し、被災地支援
にあたられました。

◆他市町村社協支援
　県内17カ所に及ぶ災害ボランティアセンター
の立ち上げに伴いセンターを運営する市町村社協
のスタッフも不足する事態となりました。山鹿市
社協では菊池市、西原村、熊本市、益城町へ延べ
74名を運営スタッフとして
継続的に派遣し、支援を
行いました。

熊本！
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山鹿市社協だより

災害ボランティアセンター活動報告… ❷・❸
会長挨拶・重点目標 ……………………❹
平成28年度事業計画・予算 ……………❺
平成27年度決算報告…………………… ❻
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心配ごと相談予定表 / 福祉協力員 ……
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一日親と子のつどい募集 ………………
高校生のための保育ボランティア講座募集
ふれあいサロンボランティア養成講座募集
社協の晩ごはん

この社協だより「キャッチボール」は、共同募金配分金の一部を活用させていただいています。

●鹿本支所 ☎４６-２２０６
●鹿央支所 ☎３６-３８１１

●鹿北支所 ☎３２-２６９６
●菊鹿支所 ☎４８-５０６０

●本所・山鹿支所
　　☎４３-１１３４

〈県外からのボランティアさんと山鹿市民有志の方々〉

●やまが成年後見センター
　　　☎３６-９２１１

夏夏

ちぎり揚げちぎり揚げ

＜材　料＞　２人分
●すりみ……100ｇ　 　●はんぺん…２枚
●タマネギ…１/４玉　  ●人参………１/４本
●コーン……20ｇ　  　●青のり……適量
●小ネギ……適量　　　●紅生姜……少々
●揚げ油

＜作り方＞
①　タマネギ・人参・紅生姜は粗みじん、小ネギは
　小口切り、はんぺんは潰しておく。
②　すりみ、はんぺん、タマネギ、人参、紅生姜、
　コーン、青のり、小ねぎをボウルに入れ混ぜる。
③　②をスプーンですくいながら、１７０℃に熱し
　た油でキツネ色になるまで揚げる。

（2人分）

今回は「ちぎり揚げ」のレシピを紹介します。

社協の晩ごはん

一日親と子のつどい開催一日親と子のつどい開催
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○期　　日…8月21日（日）
○参 加 費…大人・中学生　1,000円
　　　　　　小学生以下　　　500円（3歳未満は無料）
　　　　　　（当日、あいら観光さんが徴収されます｡）
○定　　員…先着160名
○申込期限…7月15日（金）
　※旅行企画・実施は､熊本県知事登録旅行業務第2-169号
　　あいら観光　菊鹿町下内田2065-1
　　（一社）全国旅行業協会正会員
　　総合旅行業務取扱管理者　宇野和廣

　市内在住で、中学生以下のお子さんがいらっしゃるひと
り親家庭等に、日帰り旅行を楽しんでもらうことを目的に
企画しました。
　今年は、福岡マリーンワールドへの旅行を計画しました
ので、最寄りの社協へ電話でお申し込み下さい。

（昨年はスペースワールドへ行きました）

　この度の､「平成28年熊本地震」において、お亡く
なりになられた方々のご冥福をお祈りするとともに、
 被災者の皆様に心よりお見舞いを申し上げます。
　被災地においては一日も早い復旧と、皆さまのご無
事をお祈り申し上げます。

　
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
を
支
え
て
い
た
だ
く
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
養
成
講
座
を
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催
い
た
し
ま
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。

　
地
域
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方
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連
絡
下
さ
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。
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